
神奈川自然誌資料 2: 55～56, Feb. 1981 

茅ケ崎のアメリカネナシカズラ

小原 敬

On naturalized dodder (Cuscuta 

campestris YUNCKER) in Chigasaki, 

Kanaga wa Prefectur. 

Takashi OBARA 

先年，新聞紙上に正体不明のネナシカズラが湘南地

方の海岸に移しく発生し，ハマヒルガオに大害をあた

えていると報ぜられていた。

この植物を大谷茂，村上司郎両先生はハマネナシカ

ズラ （Cuscutachinensis LAMARCK）として報告さjも

たが，その後，浅井康宏先生は北アメリカ産の Cu.s-

cu.ta fmetagona ENGELMANNと同定され，その和名

をアメリカネナシカズラとされた。 またこの種は C.

pentagona var. pentagonaと C.pentagona var. cal-

ycina ENGELMAN:'< (C. campestris YUNCKER）に

細分されることもあるが，これら両変種間には中間型

も見/:lこ＇，されるので，一応同一樋として取扱っておく と

記述されている。

A 

最近長田武正先生は甲府市内のものを 検討され，

C. Ca:J叫戸strisYUNCKERの記載と良く一致している

述べられている。

また，関西地方のアメリカネナシカズラでは琴部が

角張っていないという報告もある。

一昨年 （1979），高橋秀男先生はこの植物に関する

詳細な報告を雑誌 「遺伝」に発表された。

このアメリカネナシカズラの精細な記載と鮮明な図

的’が L ABRAMS (1951〕， D.S. CORRELL夫妻〔19

75〕， W C. MUENSCHER (1980）の著書に掲載され

ている。

現在茅ケ崎の海岸に帰化しているネナシカズラは」二

記の C.jJentagona型かあるいは C.campestris (C. 

jJentagona var. calycina）型かをこれらの資料を参考

に検討してみた。

一般に植物の学名はその種の最も顕著な形態的特徴

を示している場合が多い。 c.ρentagonaENGELM.の

エ ピセッ トpentagona( 5稜の， 5角の〉は， この種

の琴片が基部で巾広く重なり合い，琴が明らかに5角

形を呈することを示している。 ζれはアメリカ国防総

省の建物が5角形をしているのでPentagonと通称さ

れていることと共通している。

茅ケ崎に帰化しているアメリカネナシヵスラでは琴

片の湾欠部は深く重なり合うととはなく，従って琴は

5角形を呈しない。また琴片は広卵形ではなく，卵形

ないし広J惰円状卵形で，長さと巾が等しいこと，草警が

花筒に密着すること，花に半透明のl限細胞が認められ

ないこと，小花柄が花より短かいこと，花冠片が披を｜

A, Cuscuta pentagona ENGELMANN ; B. Cu.scuta camjJest1・is YuNCKER (D. S. CORRELL, H. B. 

CORRELLによる〉
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C. pentagona C. Camρ・estris ｜｜植物名｜ C. pentagona C. camj>estris 

基部から花冠の湾欠部 基部から花冠のj考欠部 披針形。筒部と｜青卜長か 三角形ないしやや披針

までの長さ 1-1.5cin, までの長さは約2.5 cm 
花冠片
わずかに長い。 形。ほぼ1昔i昔日と同長。

花が生じて突出した 果実は結実時に大きく しばしば頼粒状の突起

花 果実は直ちに大きく頭 頭部を出す。 あり。

部をti:'，す。
たいてい僅かに圧偏さ 圧偏された球形。

普通半透明のl娘細胞あ 平洋iまたは半透明の腺
果実 れた球形か幾分卵形，

り。 細胞を散生する。
しばしばl隔よ り：長い。

小花柄は花とほぼ同長 小花柄は大抵花より短
アメリ カ東部， オグラ テキサス，オタラホ＂＇

か通常多少短かい。 かい。

花序 疎な集散花序に集塊状 密集している集散花序
::It；アメ ホマ，テキサス，コロ アリ ゾナ，この属の自

リカの ラド，モンタナ，カリ 然分布域を越えて分布
lこ着生する。 に塊まって着生する。

分布地 フォノレニア し，各地に帰化してい

草事 ｜花冠筒部を緩く囲む。 l花冠筒部に密着する。 る。

広卵形，普通長さと巾 卵形ないし広構円状卵 キツネノマゴ属，フヨ キツネノマコー属，オナ

は同じか巾広い。しば 形。 普通：長さと幅は等 ウ属， アキノキリンソ モミ属，タコノアシ属

琴片
しば不等形。湾欠部で しい。基部では重なる

有：主
ウ属，ブタ タサ属， ヨ ミズユキノシタ属，シ

深く重なり令い，明ら がi湾欠部では著しく角 モギ属その他。 ヤジグソ ウ腐の諸種を

かに5角形を呈する。 』まらない。 合むほとんど総ての草

本植物。

形ではなく 3角形であること，花下の笛片が幅広いこ 参考 文献

となどにより C.camj>estris YUNCKERによく似てし、 Abrams, L.・1951Illustrated Flora of the Pacific 
る。 states.vol.皿 StanfordUnivesity Press. Stanford 

高橋先生が c.ρentagonaENGELM. として図示 Correll, D. S. et Correll. H.B. 1972 Aquatic and 

されたものは， CORRELLが関月平した C.campestris Wetland Plants of Southwestern United States 

YUNCKERと良く合致している。 vol. II. Stanford University Press, Stanford. 

なお，P V. KAMELIN (1980〕 は本滋がザパイヵ Hitchcock. C. L. et al. 1977 Vascular Plants of 

ノレ地方に帰化してし、ることを報じている。 the Pacific, Norhwest. part 4. University of Wash・ 

ソ連にはアメリカの植物が相当帰化しているよう で inton Press. Seattle, London 

例えば，一昨年（1979）大谷茂先生からナホトカより Muenscher, W. C. 1980 Weeds. second eclitio日

入手されたイネ科他物の同定の御依頼を受けたが，そ Comstock Publishing Associates. A division of 

れはホソノゲムギ (Hordeum jubatum L.） であっ Cornell University Press, Ithaca and London. 

た。この植物は西シペリヤ，ソ連欧州、｜部，中部アジア

のものは明らかに帰化品であるが，ソ辿傾向東地方の

ものも分布が海岸に近く片寄り，路傍，ごみ捨て場で

発見されてし、ることから北米から来た帰化植物と考え 他の文献については高橋秀男， 1979，アメリ カネナ

られる。それで将来アメ リカの他物が戸シヤ終由でわ シカズラをめぐって，逃伝33:39-44を参照。

が固に波来することも起り得ると予想される。なお本 （平和学関 茅ケ崎市）

麗は吉川代之助氏により船橋市で採集されている。

別表にネナシカズラ属の両種の区別点を表にして示

しておく。
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